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す。 

○議長（作元 義文君）  １６番、糸瀬一彦君。 

○議員（１６番 糸瀬 一彦君）  非常に前向きな考え方でありがたいと思っております。 

 やっぱり私がこうしてたびたびお尋ねするのは、上のほうとしては、同じ国民健康保険税を払

いながら、やっぱり医療資源が少ない、そして先ほど話しましたように、国道、国県道の改良を

早目にして、やっぱり通院にするにしても、看護に行くにしても上から下まで大変なんです。も

ろもろ考え合わせたら、やはり上のほうは辛抱しとけというわけにはいきませんでしょうから、

リーダーとしての志を私はお尋ねしただけの話で、とにかくできるだけ市民、島民、平等な受益

が受けられるようなことが一番最高なんですけど、医師の偏在は我々ではどうすることもできま

せんけど、常々頭に持って努力をしていただきたいと要望をして、私の質問は終わりたいと思い

ます。どうか大変でしょうけど頑張ってください。 

 以上です。 

○議長（作元 義文君）  これで１６番、糸瀬一彦君の質問は終わりました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（作元 義文君）  昼食休憩とします。再開は１時１０分から行います。 

午前11時52分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後１時09分再開 

○議長（作元 義文君）  再開します。 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○ 

○議員（１６番 糸瀬 一彦君）  ○○○○○○○○○○○ 

○議長（作元 義文君）  ○○○ 

○議員（１６番 糸瀬 一彦君）  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○議長（作元 義文君）  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○ 

○議員（１６番 糸瀬 一彦君）  ○○○○○○○○○○○ 

○議長（作元 義文君）  それでは、次に、１１番、小宮教義君。 

○議員（１１番 小宮 教義君）  市民の声を生かす、市民の市政をモットーに頑張っております、

きょうから１１番になりましたので、１１番議員の小宮教義でございます。食事が終わった後、
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非常に眠たい時間と思いますが、私の持ち時間はわずか５０分でございますので、ひとつよろし

くお願いをしたいと思います。 

 先月の２月の２６日に市長選がございました。対馬の今後を思って３人の方が立候補をなされ

ました。いろいろと話はございましたが、停滞から前進へとか、また３つの病院の存続などなど

の政策を掲げて選挙戦に挑まれたわけでございますが、何としたことか、この４年間の無駄を築

いた現職が１万４４票で当選をされました。これは有権者数から見ますと、有権者数が２万

８,４２６人、この割合からいきますとわずか３５％の支持でございます。そして、有効投票数

２万２,７７７から計算をいたしますと、これも約４４％、過半数を大きく割っての当選でござ

います。 

 まず、今回の選挙の大きい争点というのは、やはり新病院の建設の問題、これに尽きるのでは

ないかと思います。選挙の結果、５６％以上の市民が、病院問題については、３病院の存続、ま

た凍結という意思表示をされたわけでございますが、この市民の意思表示を尊重して、新病院の

建設を再度検討される考えはないのかということについてもお尋ねをいたします。 

 去年の１２月の議会におきまして、私はここの席で一般質問をさせていただきました。そのと

きに財部市政の４年間は全くの無駄だったという一字をここに掲げたわけでございます。今回は、

さらに４年が追加されますと合計８年、無駄の無にならないようにお願いをしたいと思います。 

 先ほど、２月の新聞に、これは朝日新聞でございますが、日付が２月の２８日、市長が当選証

書を受けられたときのインタビューでございます。ここにはこう書いてございます。「自身にも

負荷をかけるが」ということです。自身というのは自分自身だと思うのですが、「自分自身にも

負荷をかけるが、市民にも汗をかいてもらう」。「自分自身にも負荷をかけるが、市民にも汗を

かいてもらう」という発言をされておられます。この発言は、官尊民卑というんですか、この最

たるものだと思うんですが、ここでいう、この汗をかけということを言いますが、私はこれは逆

じゃないかと思います。まず、自分自身が汗をかいて、そして市民の皆様にも汗をかいていただ

くというのが一般的な考えであろうかと思います。 

 そして、この汗を、自分が背負うという話の中で、私も前回のときにお話をしましたが、市長

の退職金２,０００万円を５０％ぐらいカットして１,０００万円にするという考えも、この自分

自身にも負荷をかけるという中に入っておるのかということについてもお尋ねをいたします。 

 では、さきに通告しておりました３点について、市政一般質問をさせていただきます。 

 まず、第１点の今後４年間の市政の取り組みについてでございます。 

 これは２つございます。まず１つが、選挙公約の実行について。これはこの４年間、市長が企

業誘致ということをうたっておられましたが、その実績はないわけでございます。しかし今回は、

対馬の森林資源を生かして木材や水を韓国や中国に輸出をするんだと。そして、そこで雇用を生
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み出すという公約を上げておられました。御案内のとおり、公約というのは市民との契約書でご

ざいます。この契約書をどういう形で実行工程に上げていくのかという件について一つ。 

 そして２つ目が、今回は立候補された方、あと２人ございますが、それぞれのすばらしい政策

も上げておられます。この政策を生かす考えがあるのか、ないのかについてもお尋ねをいたしま

す。 

 それと、大きい２点目ですが、市の財政について。これは選挙前の２月１０日に交流センター

で立候補予定者３人の方が公開討論をされました。この中でただ１人だけ、市職員の給与を

２０％カット賛成と胸を張ってパネルを上げておられましたが、これを今後どういった形で取り

組んでいくのか、生かしていくのかという点です。いいですか。 

 そして３点目ですが、これはこの４年間の私の一般質問の総括でございます。これについては

２点。 

 まず第１点は、今の指名願については、毎年毎年提出でございます。これを２年にしたらどう

かという話をしておりました。検討をするというお話でしたが、どう検討をされたのかというの

と、あと１点は、ツシマヤマネコの保護活動において、ツシマヤマネコの記念日をつくったらど

うだろうかということも私が申し上げておりましたが、この検討はどうなったのか。この大きい

３つでございます。市長の答弁を求めます。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  小宮教義議員の質問に答えたいと思います。 

 通告に入る前に、今までの４年間の総括をしていただきました。無駄を築いてきたというふう

におっしゃいましたが、私は決してそうは思っておりません。それについては明らかに見解の相

違かなと思っております。 

 新聞報道のコメントで、「自分自身に負荷をかけ、市民の方々にも汗をかいていただきたい」

というふうなコメントの部分ですが、私自身この４年間、自分自身にも負荷をかけてきたつもり

ですが、私はそのコメントの中には、自分にはもっと負荷をかけるという意味でコメントをさせ

ていただいたつもりでございます。当然負荷をかければ汗もかきますし、それ以上に自分の能力

を最大限発揮していきたいというふうにも思っております。 

 それと、退職金のお話がありました。まだ全くもらっておりませんし、まだ１期目の任期途中

ですので、どういう金額が入るかもわかりませんが、少なくとも今小宮議員がおっしゃられた

２,０００万という金額をおっしゃいましたけども、そういう金額は到底入ることはあり得ない

と思っております。 

 では、通告に従いまして、説明、答弁をさせていただきたいと思います。 

 まず、１点目についてですが、今後の４年間の部分でございます。私自身は市民の方々に今回
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５つの地域資源の循環システムというものを提示させていただきました。このシステムについて

は、市すべて総出でこれにかかっていきたいと思っておるということは先ほどの脇本議員の質問

の際にも若干触れさせていただきましたが、この５つの循環システムについて、３月１日に幹部

職員に説明をし、そして今後市として２期目はこれで走り出すということで、既に動き出してる

部署もあるところであります。 

 そういう中、５つのこの循環システムの中の森林資源を生かし雇用を生み出すという部分につ

いて、その実行工程はいかがなものかというふうに御質問が１点目には通告があっております。 

 それについて答弁をさせていただきますが、これにつきましては、林産物の循環システムとい

うもので雇用創出をつくり出して、島外からの外貨といいますか、島外からそういう収入を得よ

うじゃないか、獲得していこうじゃないかという考え方です。 

 これには、水ビジネスというものに参入をしていくこと、さらには、そのためにも森林資源を

有効活用をしていくというふうな絵を皆さんにお示しをさせていただいたところであります。 

 １点目の水ビジネス参入の問題でございますけども、これにつきましては、先ほど議員がおっ

しゃられましたように、韓国、中国の水事情等々を考えますと、私どものこの森林資源がはぐく

んでおります水というものを私たちのこの地勢的条件というものを有利に働かせていき、そちら

に運び込むということが私どもの生き方、生き延びていく、自立していくためにも必要だという

ふうにも思っておりますし、その水ということを考えたときには、森林資源をきちんと保育して

いくという考え方、これが雇用も生み出すことにもつながるという考え方を私自身は組み立てて

おるところであります。 

 今後、国、県、それから森林組合等々ともそのあたりのどのような保育のあり方、施業のあり

方というものを組み立てていきたいと思っておりますし、現在、約年間５００ヘクタール施業を

しておりますけども、その施業の面積をどのようにふやしていけるかとかいうことも当然考えて

いきたいというふうに思っております。 

 ただ単に水ビジネスのみならず、この森林資源を生かした循環というものの中には、当然のこ

とながら、材そのものの使い方というのも出てきます。現在、Ａ、Ｂ、Ｃで等級分けしますと、

Ｂ級品、Ｃ級材等々についても、韓国での需要というものは見込まれます。そのあたりもにらみ

ながら林業というものを組み立て直しをどんどんしていきたいと思っておりますし、この３月の

５日からワンフロアーの関係で県の対馬振興局の林業課、それから農林整備課が私どもの庁舎内

に入ってきていただいておりますけども、一体となって物事を組み立てていきたいというふうに

も思っております。 

 さらにその材そのものの話になりますと、上海、さらに釜山、こちらで和風建築を建て込んで

いくということも視野に入れたいと思っておりますし、釜山市長のほうも１月１４日、１５日に
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対馬にお見えのときに、土地について提供をしていいと、そしてそこに建て込んでいただいても

構わんのだというふうなことで、候補地等を今釜山市のほうも選定をしていただいておるところ

であります。 

 また、上海については、昨年９月末でしたか、上海市のほうに訪れた折も、向こうにおける和

風建築物というものが別荘として求められているというお話がありました。そのモデル住宅等も

建てていいんだというふうなお話もいただいております。 

 今後４月になりますと、中国のほうから、私どもの市には国際交流員が来る予定であります。

その国際交流員を介して、またそのあたりの事業の速度を速めていきたいというふうに思ってお

ります。 

 また、この林産物に関しますと、林地残材という問題が大きな問題です。この林地残材を有効

活用を図っていくことがこれからの対馬にとってすごく大切な部分でありまして、３０％から

４０％というものは林地残材となっております。それらを有効活用していくためにチップの問題、

ペレットの問題等々をしっかりと市民全体、一緒になってから組み立てていき、そしてそれが雇

用を生み出していくというふうな方向性をつくり出していきたいと思っております。 

 また、新たな新病院の分につきましては、バイオマスボイラーを導入をしていただきたいとい

うことで話を進めております。そのことによっても当然チップ等がそちらで恒常的に使われると

いうことになりますし、どんどんこの島内で消費をされていくことを考えていきたいと思ってお

ります。 

 そのチップの値段と、それから化石燃料の値段がイコール以下であれば、最も喜ばれることで

あろうと思いますし、仮にそれが化石燃料よりも高くふったとしても、そこに対馬の中での雇用

が一定の人数できるということになれば、市民の皆様も納得していただけるのではないかという

ふうにも考えております。そのあたりについては、市民皆さんと一緒になって、そのあたりのコ

ンセンサスをとっていかないといけないと思っております。 

 それと、林産物の循環システムの中には、議案説明の中でも若干触れさせていただきましたけ

れども、この２４年度からの基金条例であります対馬市森・川・里・海環境保全再生基金条例と

いうのを上げておりますけども、そちらのほうに流し込んでいくためにＪ癩ＶＥＲ制度、要する

に市場からの資金を獲得していくということを進めております。二酸化炭素吸収というもの、こ

れを資金に変えていくという制度に昨年から取り組んで、いよいよ２４年中にその市場に排出権

を取引する形にまで整いました。それらも今後の森林を扱っていくためにも市民の皆様も、また

新たな切り口が出てくるんではないかというふうな思いを持っております。 

 また、詳しい内容につきましては、再質問のときに、また答えさせていただきたいと思います。 

 ２点目の今回選挙でのほかの候補の政策を活用する気持ちはないかという、生かす方法はない



- 110 - 

かという御質問がありました。質問の中でもありましたように、公約というのは市民との契約で

あります。私は他候補の公約というものを活用しますという公約は全く入れておりません。まず

もって、自分がお示しを市民にした部分についてしっかりと取り組んでいくということが、市民

への契約履行していくすべだろうと思っておりますので、しっかりそちらに取り組んでいきたい

と思っております。 

 それから、２月１０日の公開討論の席での問題でございますけども、丸バツクイズの回答の部

分を今小宮議員はおっしゃってあります。確かにあのとき人件費削減に関する質問が１項目あり

ました。おそらく二十数項目か３０項目、短い時間でぼんぼんありましたけども、あのコーディ

ネーターをされた方が、あのクイズが始まる前に、一呼吸入れて全く違うあれでいきましょうね

っていうことを、観客の皆さんにも私らにも言われたっていうのは御存じだと思います。そうい

う中で答える人、答えない人、全体の質問に対して半分ぐらいしか答えないとかいう方もいらっ

しゃったようにありますが、私はまじめにもすべて丸かバツをつけさせていただいたところであ

ります。 

 そういう中、その人件費の問題、２０％カットということがございました。私はそのときぱっ

と考えましたのは、当然今国のほうでも論議をされております労働基本権の問題、これが労働基

本権の付与という問題が起こりますと、当然のことながら２０％とか何％になるかわかりません

けども、これから労使協定の中で物事が決まっていくということになればおのずと下がるという

ふうには考え方を日々、日ごろから私は持っておりましたので、すぐに丸をつけたところであり

ます。 

 また、人件費総額というものは明らかに下がってきておるということも御承知だろうと思って

おりますけども、定員も削減し、やっておりますので、しっかりと今後も定員、職員の適正化計

画の中で取り組んでいきたいと思っております。 

 また、次の入札参加資格の有効期限を１年を２年に変更する考えはないかということでござい

ました。この件につきましては、昨年のやはりこの３月の定例会のときに、全く同じような御質

問をいただきました。 

 そういう中、ほかの１３市の状況というのも調べてみました。すべてがそれを２年でやってる

というわけでもありませんが、私は物品役務関係については取り組んでいけるんではないかとい

うふうな思いは持っております。そういうところで物事を進めていければと考えてはおりますが、

最終結論はまだまだ出してるわけではございません。 

 それと、ツシマヤマネコの記念日のことがありました。これにつきましては、一昨年の６月の

定例会において御質問がありましたけども、この２４年から環境省が中心となって、野生順化施

設を対馬南部のほうにつくるということになっております。野生順化施設といいますと、御存じ
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のように、野生に復帰させるための施設であります。その施設ができ上がりますと、ツシマヤマ

ネコを放獣する日も出てくると思っております。そのようなとき、まさに改めてツシマヤマネコ

がふえていく記念日になるんではないかというふうにも思っております。 

 以前おっしゃられたのは、天然記念物に指定をされた日を、５月１９日をその日にしてはどう

かということもございました。今回の国が取り組んでおります野生順化施設の成果というのを見

ながら、次のおっしゃられた記念日の創設ということを考えていけるんではないかというふうに

思っております。 

 以上でございます。 

○議長（作元 義文君）  １１番、小宮教義君。 

○議員（１１番 小宮 教義君）  先に最後の分から行きたいと思いますが、この指名願関係です

が、物品については検討してみようというお話ですね。 

 それとヤマネコの記念日、これも復帰作業もこれから始まりますので、早い段階でヤマネコの

ＰＲをするためにも、この記念日の創設をさらに検討を重ねていただければと思います。 

 では、冒頭から、この４年間の市政の取り組みということで話させていただきました。前段の

話で、私がこの新病院問題、これについては５６％の方が意思表示をされたと、それについて再

度検討をしてみたらどうかというお話いたしましたが、その分についてはどうでございましょう

か。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  この病院の問題につきましては、議会とも何度となく話をしてきた問題

でありますし、病院企業団の経営ということの中の一つの方向が出されたものであります。私ど

もの与えられた部分というのは、場所選定に関する部分だけであります。３病院を２病院にして

いくんだという方向性は企業団で出された問題でございます。そこを市民の方たちに懇切丁寧に

伝えていくことができなかった部分が、今回このような選挙の結果だというふうに思っておりま

して、それを今の時点で私どもの対馬市の時点でどうのこうのしていくということは、いささか

筋違いではないかというふうに思っております。 

○議長（作元 義文君）  １１番、小宮教義君。 

○議員（１１番 小宮 教義君）  この新病院の問題については企業団の問題であるから検討する

必要はないという話でよろしいですね。 

 それで、この新病院問題については先ほど申しましたが、選挙の争点でございました。市長は

その中で、ここにこのようなチラシがあるんですが、既存の公立３病院存続では対馬の医療は崩

壊しますと。この下のほうに、新病院建設によって、厳原、上対馬の病院はなくなることはあり

ませんと、こういうふうなものが新聞の折り込みに入っとったわけです。これは市長の後援会だ
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と思いますが、書いてありますから。これを見た、特に厳原の市民は、病院は残るんだと、これ

を見ればそう思うわけですよ。病院はなくなることはありませんというふうに書いてあるんだか

ら、それも後援会は市長の後援会ですよ。これを見た市民は、特に厳原の市民は、あ、病院は残

るんだと、残るんですねということで私のところにも連絡がありました、電話がございました。

いや、基本的には病院は残ることはないんだと、統合して１つにするんだからというお話をする

んですが、この中で残すということであれば、法人のほうに今お願いをしておるんだと、そうい

う形で残すんだという話ですが、仮にこういうチラシまで入れて、そして法人と今交渉しておる

んだと、ケアミックスとなるものでも残す考えがあるということで発言しておられますが、もし

それがだめなときにはどのような責任をとるんですか。市民にこういうことを言っておるんだか

ら。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  １１番議員の質問は、いつも感じるんですが、両極端過ぎるんではない

かと思っております。お互い市民の今の問題については、命を守っていくためにお互いでどうし

ていくかということを私どもは組み立てていくのが筋ではないかと。私の首をとることがあなた

の仕事ではないと思うんです。そこを私はどうかあなたの今の発言ではいささか感じられて仕方

ありません。 

○議長（作元 義文君）  １１番、小宮教義君。 

○議員（１１番 小宮 教義君）  首をとるとかそういうものじゃなくて、政治家というのは言っ

たことには責任を持たなければいけないんですよ。責任を持つのが政治家の仕事なんですよ。こ

のような形ではっきりと残すように努力しよるんだと、じゃ、それがなくなったとき、できなく

なったときには責任をどうとるんですかというお話なんですよ、私の言うのは。何ら首をとるじ

ゃなくて、それだけまた市民の方に迷惑かけるわけですから、期待したものがなくなるんだから

ということです。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  今おっしゃられるように、物事は言葉として出した部分について、市民

に対して公約として出してるものです。おのずとそのことについては選挙民がきちんと判断をし

てくることだと思っております。私はその方向に向かって今最大限の行動を起こしておるという

だけであります。 

 私のほうからよろしいですか。（「反問権はなし」と呼ぶ者あり）いえいえ、反問ではありま

せん。この問題について、昨年の３月１８日に、場所を決定した際についても、それまでるる説

明を議員の皆さんと説明し、３病院を２病院にしていこうという方向性は皆さんと合意を固めて

物事は進んだものであります。そして、３月１８日、場所決定をさせていただきました。閉会の
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あいさつで私はここで言いました。１１番議員もその問題については拍手をして喜んでいただい

たと、私は何度も議会でも申し上げておるところであります。 

○議長（作元 義文君）  １１番、小宮教義君。 

○議員（１１番 小宮 教義君）  大変な誤解ですけどね。約束というのは、ある程度果たさなけ

ればならないです。言われるように、この病院問題が今回の選挙の大きい争点だったんです。そ

の争点の中において、確かに言われるように議会とはいろいろ話をしながら進展はしたけれども、

大きい争点の中で５６％以上の市民の方が見直してみたらどうかというふうな意思表示をされた

んでどうかなというお話しとるんですよ。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  私は全体の中で、有効投票総数の先ほど４４％というお話がございまし

た。確かに有効投票数の過半に行ってないのは、それは４４ですから事実です。選挙というもの

の争点というのが、一番大きな争点は確かにそうであったかもしれませんが、４年間というもの

を市民があずける際に、全体の政策の中で物事を判断されてる部分もその中には当然あると私は

感じております。そして、この対馬の場合、さまざまな地縁、血縁の関係等々もあり、その率に

なったものと解釈しておりますし、私は３病院を２病院にすることが対馬市民の命を守ることで

あるという信念を持って進めております。公立病院は２病院でしか生き残っていけない。 

 先ほどの糸瀬議員の答弁の中でも、たまたま昨日来ました対馬出身のお医者さんの手紙の中に

も、公立病院が今後生き残っていけないという状況は、あの大都会の埼玉でもそういう状況なん

だというふうなことが書いてあります。そのために、厳原地域の医療を守るためにケアミックス

という方法で厳原病院を次の使い方をやっていくということを私は昨年の３月１８日から皆さん

に申し上げてきたところであります。 

○議長（作元 義文君）  １１番、小宮教義君。 

○議員（１１番 小宮 教義君）  もう時間がありませんから次のに移りますが、この市の財政に

ついてということですが、討論会では、２０％カットという話をいたしました。そして、この池

田コーディネーターが質問の内容では、こういうふうに言っとるんですよ。財政が厳しいのだか

ら対馬市役所も給料２割カットしてみたらどうかと、すべきじゃないかということで、そのとき

に私はびっくりしたんですが、２年前までその５％カットを取りやめたのに、今回ぴしゃっと毅

然とした態度で賛成だと、私はあの姿を見て市民の方は非常に感銘を受けられたと思います。 

 そういうふうな質問で、ただ１人だけ賛成ですよ。そしてもう１人の方は条件つきだけどもと

いうことでしたけども、賛成はされませんでした。冒頭の行政のあいさつでもございましたが、

この財政は非常に厳しい、財政難でしょ、どのくらい厳しいのか。厳しい、厳しいといってもな

かなか数字を並べんとわからんわけですが、どれほどの、どの分野がどれほど厳しいのか。例え
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ば、よく言われるのが夕張の次じゃないかという話されます。じゃ、１人当たりの借金が今どの

くらいの順位にあるのかとか、財政力指数がどれだけあるのか、そして公債比率は今どうである

のか、今後どういうふうな流れになっていくのか、その３つをまず数値的に厳しいというならば、

御説明を願いたいと思います。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  十分に小宮教義議員は財政のことをわかってあるから、説明するまでも

ないと思っておりますが、地方交付税に専ら頼っておるこの対馬市において、その分母でありま

す地方交付税の金額というものに左右されてきます。そういう意味において、国の経済状況、そ

して地方交付税特会の数字等々によって、大幅にそこの見通しは変わってくるということは小宮

議員はもう御存じのとおりでありますし、既に私どもの厳しさというのは、その依存している部

分での厳しさがあると、あまりにも依存が一番大きいんではないかと、それをどのように薄めて

いくかということに時間をかけて取り組んでいくことが、これからの対馬の課題であろうと思っ

ております。 

 １人当たりの借金の総額等々、額につきまして、後の数字については総務部長のほうから答え

させます。（「あ、いいです」と呼ぶ者あり） 

○議長（作元 義文君）  １１番、小宮教義君。 

○議員（１１番 小宮 教義君）  その３点の数字については私も調べておりますので申し上げま

すけども、まず、この１人当たりの借金、これは対馬市は、これは２０１０年の２年前のやつで

すけども、金額的にはそう変わりませんから、多分この金額でいくと思いますが、例えばこの長

崎県の１３市、これを取り上げてみますと、対馬市が約１５６万４,０００円です。そして次に

多いところが五島なんです。五島は約対馬の半分です。９９万円ぐらいしかないんですよ。一番

低いのはどこかというと、これは大村です。３１万９,０００円ですよ。約３０万円。これを全

国的に見てみると、全国の市がいっぱい市がございますが、夕張を省くとワースト１ですよ。こ

れだけ厳しい状況なんですよ。せめて五島ぐらいの半分ぐらいまでは持っていかんと厳しいと思

います。それがまず一つの厳しさ。 

 それと財政力指数ですが、これは毎年毎年落ちてきています。２２年度の決算では、０.１９で

すよ。それだけ税収も少ないわけですから、今のうちに手当てをしていなければ今後大変なこと

になるんですよ。公債比率もそうですけど、確かに１２.８を決算したけども、この２６年から

５年間、交付税がどんどんなくなりますが、それについては、市長はたしか私が一般質問で９月

か何かしたときには、５年間の間に交付税が１００億近くなくなるんではないかと話されました

よね。それだけ厳しくなるんですよ、これからどんどんと。 

 ならば、私がいつも申し上げるように、２割は別にしても、今国が７.８％カットしました。
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もう決定したわけですから、せめて１割程度国に倣って、国は震災に充てるお金ですけども、対

馬市はそれだけカットして、そしてこんなにワースト１の市なんですから、そこを早く償還をす

ると、今でも金利は７億１,０００万払うんですよ、年間、利子だけで。それだけ払うんですか

ら、縁故債をある程度消化するように、７.８％カットして、そういう考えないんですか。何回

も何回もこれ言いますが。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  今この何年も縁故債については繰り上げ償還をたびたび行ってきたとこ

ろであります。銀行のほうも、ほとんど銀行ですけども、銀行のほうもこれ以上っていうぐらい

に、私どもも金が若干でも余裕が出ますと縁故債の繰り上げ償還に取り組んでおります。これか

らもわずかでも余裕財源が見つかりますと、縁故債の償還に充てていきたいというふうな思いは

全く変わりません。 

○議長（作元 義文君）  １１番、小宮教義君。 

○議員（１１番 小宮 教義君）  では、国に準じて７.８％のカットはどうなんですか。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  １１番議員おっしゃられたように、７.８というのは、あくまで目的の、

東北震災に向かっての話で私は聞いております。 

○議長（作元 義文君）  １１番、小宮教義君。 

○議員（１１番 小宮 教義君）  じゃ、次は、この水資源の関係なんですが、確かに水ビジネス

をされると言われる。今のところの実行の工程としては、組み立て作業を先にするというお話で

すよね。組み立てをこれから行っていくんだと。しかし、雇用という面をうたっておれば、あら

かたのベース、例えば水であれば年間何万立米の水を出すような計画になる、基本的なものがな

るのか、それと木材であれば、確かにＡ、Ｂ、Ｃランクあります、丸太にすれば。Ｂ、Ｃのラン

クのやつを年間どれだけ輸出をして、そしてどれだけの雇用を生み出すのかというベースがなけ

れば組み立てはできないわけですが、その水と木材の基本的なベースはどのようなお考えですか。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  まず、水の部分でありますが、まずもって今輸出しております水という

ものが、未来永劫それは、上にあります山の保育施業等をきちんとやっていった場合、どれだけ

保てるのかということをすぐに調査にかかりたいというふうに思っております。新年度になって、

予算も計上したいと思っております。 

 そして、それで方向性、何年、１０年、２０年もつよということであるならば、おそらく数億

円の資本投下になろうかと思っております。それに伴って、そこから湧出しております日量

２８０トンの約半分近くを利用したいというふうな考えを持っております。 
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 そして、それによりまして、機械の稼働時間にもよりますけども、１０人から５０人の範囲で

雇用は見込めるんではないかというふうに思っております。そこの単体だけを考えればですね。 

 そして、林業の部分でありますけども、林業につきましては、現在も施業がどんどん進んでる

部分はありますが、今後もその勢いでやっていった場合、林業事業体がふえてくるだろうという

見込みを今主管課のほうもしてくれております。そして、５０名から１００名程度の増加になっ

ていくものと、確保ができるものというふうに思っております。 

○議長（作元 義文君）  １１番、小宮教義君。 

○議員（１１番 小宮 教義君）  水の問題は５０人程度雇用をするということですが幅がありま

す。しかし、まず物事をするときには、世界の市場がどうなのかということをまずとらえんとい

かんと思います。今は水の生産は日本の国が輸出してるのは、生産のわずか０.０５％なんです

よ。それだけ厳しいんです。そして韓国に輸出するというけども、韓国も済州島が来年度からま

た日本に３０万トンぐらいの水を輸出するんですよ、それも安い、リッター１７円です。そうい

う大きい市場をまず把握をして、そしてどういうものの流れに組み立てていくのか、そういうこ

とをしなければいけないと思います。そして全体的な流れをつかんでいくと。 

 木材にしてもそうですよ。木材は確かに中国は丸太関係含めて自給率は１０％です。非常に少

のうございますが、しかし、日本の丸太もそう要るもんじゃないんです。Ｂランク、Ｃランクが。

非常に少ない。だから物事組み立てるときには、まず世界の市場はどうなのか、アジアの市場は

どうなのか、そういうところを細かく分析をしていって、言われる５０人とかを決めていかない

けないと思います。 

 木材もそうですよ。１人の人が１日にするのは、できる立米数はわずかなんです。これからす

ると５０人ということは、年間に多分４万ぐらいか５万ぐらいの立米数の出しになるわけですか

ら、それだけのものが出せるわけないんです。もっと基本的なベースをもっと的確につかんで、

そして組み立てるならばそう願いたいと思います。その辺はどうですか。 

○議長（作元 義文君）  市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  まず、水の問題でございますが、細かい調査が必要なのは当然でありま

すが、少なくとも私どもの地域資源がこういうものがあるというふうなことをきちんと市民のほ

うもわかっていかないといけませんし、対馬の生き方として、そういうことも模索していくとい

うことがすごく大切だというふうに私は思っております。そういう意味において、少なくとも

２８０トン輸出しているその水を利用した場合は、これぐらいの幅で１０人から５０人の雇用と

いうのは創出できるんだというふうな話をさせていただきました。 

 それと済州島の話でございますが、済州島については、韓国本土へもう出せない状況が生まれ

てきているという情報も私のほうには入ってきております。そういう意味において、韓国本土の
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ほうは新たな水を求めてきておる部分もあります。 

 あと、今おっしゃられた１０数円の、１９円という単価というのに対抗していくためにどのよ

うにしていけばよいかというのはお互いが知恵を出さないといけないと思っておりますし、全体

で一つの事業だけを見たときに赤字が出る、しかしそれをすることによって林業の施業が進むこ

とによって、今度は雇用が生まれてくるとかいうことになったときに、そこ全体の中でどれだけ

のプラスに効果が出てくるかという見方をしていくのが、これからその循環の中で物事を組み立

てていく大事な方針になっていくんではないかというふうにも思っております。 

○議長（作元 義文君）  １１番、小宮教義君。 

○議員（１１番 小宮 教義君）  そういうふうにして公約があるわけですけども、公約が無駄に

ならないように、言うだけ言うて終わるということがないようにお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（作元 義文君）  これで１１番、小宮教義君の質問は終わりました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（作元 義文君）  暫時休憩します。再開を２時１５分から行います。 

午後２時02分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後２時14分再開 

○議長（作元 義文君）  再開します。 

 次に、１７番、大浦孝司君。 

○議員（１７番 大浦 孝司君）  それでは、通告に従い、市政一般について質問を行います。 

 第１点でございますが、対馬の高等学校の選択科目について、市長の御意見を伺いたいと存じ

ます。 

 対馬３高等学校の入学試験における志願倍率は次のとおりであります。対馬高校普通科定員

１６０人に対し１３４人の志願者、競争率０.９倍、商業科定員４０人に対し３７人、０.９倍、

豊玉高校普通科８０人に対し１５人、０.２倍、上対馬高校普通科８０人の定員に対し４３人

０.５倍となっています。この数字は、３月７日放映のＣＡＴＶによるところをメモにしたもの

でありますが、対馬の過疎化がこのように至った一つの原因と思いますが、３校の存続の危機を

だれもが心配するところであります。 

 ちなみに３校の卒業生の島内の就業状況は、２２年度実績でございますが、対馬高校が１９人、

豊玉高校が１１人、上対馬高校６人となっております。あまりにも少ない実態にこの島の将来を

心配するところでありますが、何か策はないものかと思う次第であります。島に仕事がない、島

で働く魅力がないなどの理由で本土へ巣立っていくのでありましょうが、果たしてそれで済ませ


